
Ⅱ

オンブズパーソンの相談活動

2006年次の相談状況（179案件、延べ603件）

相談内容

各学齢の子どもの相談の特徴

相談をとおしての調整活動

コラム－子どものエンパワメントとオンブズ活動－



*1 1人の子どもについての初回から終結までの相談を 1案件とする。

*2 たとえば一つの案件で 3回の相談を受けた場合は延べ 3件と数える。
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Ⅱ オンブズパーソンの相談活動

2006年次の相談状況(179案件、延べ603件)

2006 年次に受け付けた案件*1 の数は、179 案件(前年比 16 ％減)となっており、延べ件

数*2 は 603 件(前年比 2.6 ％増)となっています。なお、この件数の中には、相談者に他機

関等を紹介、あるいは必要な情報を提供して終了した案件、また相談者の意向を踏まえて、

学校・教育委員会、保育所・福祉事務所等、関係する機関に働きかけて調整活動を実施し

た案件も含まれています。

月別月別月別月別のののの相談件数相談件数相談件数相談件数

本年次は、毎月の延べ件数が約 40 件を超える相談が寄せられました(図Ⅱ-1)。本年次

の特徴としては、新規受付の案件数に比べ、延べ相談件数が多いことが挙げられます。こ

のことは、一つの案件につき、数回の相談を重ねていることを意味しています。

例年と同様に、リーフレットを配布した直後の 10 月は新規の案件が増え、それに伴い

延べ件数も増加する傾向が見られます。また、夏休みの 8月は相談案件、延べ件数ともに

少なくなります。この時期の相談は、家族に関する内容が多いように思われます。

図Ⅱ-1　月別相談受付件数（2006年次と2005年次）
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*3 図や表の数字は小数点第 2位を四捨五入しているため、合計が 100%とならない場合がある。
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相談者相談者相談者相談者のののの内訳内訳内訳内訳

本年次の延べ 603件の相談の内訳は、子どもが 246件(40.8％)、親や祖父母など保護者

が 311 件(51.6 ％)、教職員などその他のおとなが 46 件(7.6 ％)でした(表Ⅱ-1)*3。年々、

子どもからの相談の割合が増え、本年次は 4割を超えました。

子どもの相談件数は、中学生(14.8％)、小学生高学年(12.6％)、高校生・中卒後の子ど

も(7.6%)という順になっています(図Ⅱ-2)。

表Ⅱ-1 各年次の相談件数とその内訳(件)

年次 子ども 保護者 教員など 計

2001 134 20.6% 382 58.8% 134 20.6% 650

2002 180 27.6% 369 56.5% 104 15.9% 653

2003 135 25.7% 311 59.2% 79 15.0% 525

2004 173 34.3% 263 52.2% 68 13.5% 504

2005 225 38.3% 289 49.1% 74 12.6% 588

2006 246 40.8% 311 51.6% 46 7.6% 603

図Ⅱ-2　相談者の内訳
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相談受付相談受付相談受付相談受付のののの方法方法方法方法とととと場所場所場所場所

初めての相談は、電話で受け付けることが多く、その後は相談者の希望により、継続し

て電話で相談を受ける場合と、直接出会って面談する場合とがあります。オンブズパーソ

ン事務局や「子どもオンブズくらぶ」（パルティ川西 4 階・川西能勢口駅前）で面談する

こともあれば、オンブズパーソンが出張(家庭訪問や学校その他の公共施設などへ)するこ

ともあります(図Ⅱ-3)。

子どもとの相談では、面談という方法が多く（53.7%）、その面談場所には、「子どもオ

ンブズくらぶ」が多く利用されています。

図Ⅱ-3　相談受付の方法と場所
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相談相談相談相談のののの所要時間所要時間所要時間所要時間

子どもとの面談の約 9割は 1時間を超えて行われており、電話相談の時間についても、

おとなより長く行われています(図Ⅱ-4)。これは、問題となっている事柄をオンブズパー

ソンと一緒に整理し、打開・解決に向けた選択肢を考えるなどして丁寧に話を聴いている

ためです。

また、子どもとの面談では、遊びをとおしてコミュニケーションをはかることもありま

す。そのため、2 時間を超える相談が 4 割を超えています。「オンブズくらぶ」や事務局

を「安心できるところ」「ほっとできるところ」と感じて来てくれる子どもたちが多かっ

たことがうかがえます。しかし、オンブズパーソンがそういった子どもの日常的な居場所

としての役割を果たすことには限界があります。居場所機能を持った他機関との連携が今

後の課題といえます。
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図Ⅱ-4 相談の所要時間(相談者・方法別)



*4 主訴となった事項を変更している。「異性問題」「その他民間施設の対応の問題」の項目を削除し、新た

に「進路問題」を追加した。
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相談内容

相談内容は、22 項目*4 に分類しています。初回の相談で相談者が主として訴えている

内容はどのようなものが多いのかについてまとめました(表Ⅱ-2)。相談の内容は複合的で

あり、また、一つの案件で複数の相談者がいる場合は、相談者によって訴える内容が異な

ることもあります(図Ⅱ-5)。

子子子子どもからのどもからのどもからのどもからの相談相談相談相談

案件数の多い順から、①｢交友関係の悩み｣(31.3％)、②｢いじめ｣(14.6％)、③｢家族関

係の悩み｣(12.5％)、④｢心身の悩み｣(8.3％)、⑤｢不登校｣(6.3％)でした。

例年と同様、「交友関係の悩み」「いじめ｣「不登校｣など、学校と関係した相談が多く

あります。「交友関係」と「いじめ」の違いが何であるのかは、相談者それぞれの主観に

よりますが、子ども本人としては「いじめ」と「交友関係の悩み」とを言い分けています。

オンブズとしては、相談者が「いじめ」と訴えるなら「いじめ」とし、「交友関係の悩み」

と訴えるなら、「交友関係の悩み」として、相談者の意見を尊重して話を聴いてきました。

（なお、統計上の分類も同様に、相談者の意見通りとした。）「交友関係の悩み」や「い

じめ」で訴えられる人間関係の不安定さが「不登校」につながるケースもあります。

本年次は「先生(教職員・保育士等)の暴力」や「先生(教職員・保育士等)の暴言・威嚇」

など先生との関係における相談が減り、「家族関係の悩み」が増えているのが特徴です。

「家族関係の悩み」では、長年の親子関係の中で子ども自身の気持ちが尊重されず、ため

こんだ気持ちが家庭内暴力やリストカット、家出などの行動に現れるケースもありました。

おとなからのおとなからのおとなからのおとなからの相談相談相談相談

案件数の多い順から、①｢子育ての悩み｣(18.3％)、②｢交友関係の悩み｣(14.5％)、③｢不

登校｣(7.6％)、④｢いじめ｣「その他先生(教職員・保育士等)の指導上の問題｣「家族関係

の悩み｣「家庭内虐待｣(6.9％)でした。

前年次と同様に「子育ての悩み」「いじめ」「不登校」「家族関係の悩み｣が多くありま

す。また、本年次は「交友関係の悩み｣が大きく増加しており、この状態が続けば「いじ

め」に発展するのではないかという不安を訴える親からの相談が目立ちました。

「子育ての悩み｣では、特に就学前の子どもを持つ親からの相談が多いものの、子ども

の学齢にかかわらずどの親からも相談がありました。その中には、「身近に相談できる人

がいない」「どこに相談していいか分からない」という人もいました。
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表Ⅱ-2 相談案件における主訴の比率(2006年次と2005年次)

図Ⅱ-5 相談内容の状況
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お と な か ら の 相 談
（延 べ 357件 ）
子 ど も か ら の 相 談
（延 べ 246件 ）

案 件 別
（179案 件 ）

（注）相談者の「主たる訴え」に該当する一つをチェックし、その他にも具体的な訴えの事項が認められる場合に、それ

を「副次的な訴え」としてさらに一つをチェックし、それらを合算してグラフにした。

子 ど も お と な
2006年 次 2005年 次 2006年 次 2005年 次

い じ め 14.6% ② 6.0% ⑤ 6 .9% ④ 9.8% ②14.6% ② 6.0% ⑤ 6 .9% ④ 9.8% ②14.6% ② 6.0% ⑤ 6 .9% ④ 9.8% ②14.6% ② 6.0% ⑤ 6 .9% ④ 9.8% ②
交 友 関 係 の 悩 み （ い じ め 除 く ） 31 .3% ① 28.0% ① 14.5% ②31.3% ① 28.0% ① 14.5% ②31.3% ① 28.0% ① 14.5% ②31.3% ① 28.0% ① 14.5% ② 6.1%
子 ど も 同 士 の 暴 力 （ い じ め 除 く ） 2.1% 2 .0% 3 .1% 4 .9%
金 品 等 の 被 害 0.0% 0 .0% 0 .8% 1 .2%
不 登 校 6.3% ⑤ 6.0% ⑤ 7 .6% ③ 8.6% ③6.3% ⑤ 6.0% ⑤ 7 .6% ③ 8.6% ③6.3% ⑤ 6.0% ⑤ 7 .6% ③ 8.6% ③6.3% ⑤ 6.0% ⑤ 7 .6% ③ 8.6% ③
進 路 問 題 0.0% - 0 .8% -
心 身 の 悩 み 8.3% ④ 10.0% ③8.3% ④ 10.0% ③8.3% ④ 10.0% ③8.3% ④ 10.0% ③ 0 .8% 2 .5%
先 生 （ 教 職 員 ・ 保 育 士 等 ） の 暴 力 2.1% 12 .0% ②12.0% ②12.0% ②12.0% ② 1 .5% 3 .1%
先 生 （ 教 職 員 ・ 保 育 士 等 ） の 暴 言 や 威 嚇 4.2% 8 .0% ④8.0% ④8.0% ④8.0% ④ 3 .8% 3 .7%
セ ク ハ ラ 0.0% 0 .0% 1 .5% 0 .6%
校 則 な ど 学 校 の ル ー ル 2.1% 2 .0% 2 .3% 0 .0%
「 学 級 崩 壊 」 0.0% 0 .0% 0 .8% 0 .6%
学 校 ・ 保 育 所 等 で の 事 故 0.0% 0 .0% 0 .0% 0 .6%
そ の 他 先 生 （ 教 職 員 ・ 保 育 士 等 ） の 指 導 上 の 問 題 4.2% 2 .0% 6 .9% ④ 6.7% ⑤6 .9% ④ 6.7% ⑤6 .9% ④ 6.7% ⑤6 .9% ④ 6.7% ⑤
学 校 ・ 保 育 所 等 の 対 応 の 問 題 2.1% 0 .0% 4 .6% 6 .7% ⑤6.7% ⑤6.7% ⑤6.7% ⑤
行 政 機 関 の 対 応 の 問 題 0.0% 0 .0% 1 .5% 1 .2%
子 育 て の 悩 み 0.0% 0 .0% 18 .3% ① 17.8% ①18.3% ① 17.8% ①18.3% ① 17.8% ①18.3% ① 17.8% ①
家 族 関 係 の 悩 み 12.5% ③12.5% ③12.5% ③12.5% ③ 4.0% 6 .9% ④ 8.6% ③6 .9% ④ 8.6% ③6 .9% ④ 8.6% ③6 .9% ④ 8.6% ③
家 庭 内 虐 待 4.2% 2 .0% 6 .9% ④6 .9% ④6 .9% ④6 .9% ④ 4.3%
子 ど も の 福 祉 的 処 遇 0.0% 0 .0% 0 .8% 3 .1%
行 政 施 策 等 0.0% 0 .0% 2 .3% 0 .0%
そ の 他 4.2% 14 .0% 6 .9% 9 .8%
不 明 2.1% 4 .0% 0 .8% 0 .0%

計 【 ％ 】 100% 100% 100% 100%
計

(注 )2005 年次は 213 案件、 2006 年次は 179 案件の内訳。○囲みの数字は年次ごと ･ 相談者ごとの上位

5 番目までの順位を表したもの。「その他」は順位から除く。

主訴となった事項

【案件数】 48案件 50案件 131案件 163案件



*6 オンブズパーソン制度について「名前も何をするところかも知らない」と答えた人が、小学校 5年生で 44%

（平成 15年度調査）→ 20%（平成 17年度調査）と減っている。
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各学齢の子どもの相談の特徴

オンブズパーソンに寄せられる相談は、どの学齢の子どもについての相談が多いのかを

分析しました(図Ⅱ-6)。さらに、各学齢別に、相談内容の多いものを上位 3 位まであげま

した(表Ⅱ-3)。

最も多いのは、中学生についての相談で、次いで小学校高学年、小学校低学年という順

になっています。全体としては学齢が高くなると、子ども自身からの相談の割合が高くな

る傾向にあります。「子育ての悩み」や「交友関係の悩み」は学齢にかかわらず相談され

ていますが、各学齢により相談内容に特徴があります。

就学前就学前就学前就学前のののの子子子子どもどもどもども

相談者としてはおとなが多く、全案件の 4割が「子育ての悩み」です。

また、相談件数は少ないですが、就学前の子ども本人からの相談もあります。この場合、

遊びを通じてコミュニケーションを深めながら、本人の意見の受けとめを慎重に行ってき

ました。また、場合によっては、子どもとの遊びの中で見えてきたことについて親と一緒

に話し合うこともありました。

小学生小学生小学生小学生のののの子子子子どもどもどもども

小学校低学年・高学年ともに、「交友関係の悩み」についての相談が最も多くあります。

特に女の子から、「グループの中で悪口を言われた」「仲の良かった友だちが一緒に遊ん

でくれなくなった」というような相談がありました。このような相談について低学年の場

合は親からの相談がほとんどを占め(11 案件中 10 案件)、高学年になると子どもからの相

談の割合が増えています(子どもからの相談：13案件中 8案件)。

低学年の親からは、「その他先生の指導上の問題」として、子ども同士のトラブルにお

ける先生の指導方針に納得がいかないといった相談が寄せられています。

また、本年次は特に、高学年の子ども自身からの相談の割合が高くなっています(2005

年次：35.1%，2006 年次：56.4%)。「子どもの権利条約にもとづく実感調査」(平成 17 年

度)においてもオンブズパーソン制度の認知度があがっており*6、こういったことが影響

していると考えられます。

中学生中学生中学生中学生のののの子子子子どもどもどもども

「交友関係の悩み」「不登校」「いじめ」といった、学校生活と関係している相談が多

くを占めました。他の学齢の子どもについての相談と比べて「不登校」の相談が多いこと
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が特徴です。「不登校」は、まず親から相談があり、その後子どもとつながることができ

る場合もあります。本年次は、男の子の「不登校」についての相談が多く寄せられていま

したが、なかなか子どもと出会うことができませんでした。

高校生高校生高校生高校生・・・・中卒後中卒後中卒後中卒後のののの子子子子どもどもどもども

子ども自身からの相談の内容としては、「不登校」や「心身の悩み」が多く寄せられて

います。「心身の悩み」の相談では、長年にわたって子ども本人の気持ちを聴いているケ

ースもあります。親からは「子育ての悩み」が多くなっており、思春期の子どもをどのよ

うに理解して、どう接すれよいかという内容の相談がありました。
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図Ⅱ-6 対象となる子どもの学齢分布

表Ⅱ-3 子どもの学齢別の主たる相談内容

就学前 小学校低学年 小学校高学年 中学生 高校生就学前 小学校低学年 小学校高学年 中学生 高校生就学前 小学校低学年 小学校高学年 中学生 高校生就学前 小学校低学年 小学校高学年 中学生 高校生／／／／中卒後中卒後中卒後中卒後

（（（（25252525案件案件案件案件） （） （） （） （36363636案件案件案件案件） （） （） （） （42424242案件案件案件案件） （） （） （） （50505050案件案件案件案件） （） （） （） （13131313案件案件案件案件））））

子育ての悩み 交友関係の悩み 交友関係の悩み 交友関係の悩み 不登校

第１位

（10案件・40.0%） （11案件・30.6%） （13案件・31.0%） （9案件・18.0%） （4案件・21.7%）

家庭内虐待 その他先生の指 いじめ 不登校 心身の悩み

第２位 導上の問題 子育ての悩み

（4案件・16.0%） （5案件・13.9%） （6案件・14.3%） （8案件・16.0%） （2案件・13.0%）

家族関係の悩み 子育ての悩み 子育ての悩み いじめ

第３位 家族関係の悩み

（3案件・12.0%） （4案件・11.1%） （5案件・11.9%） （7案件・14.0%） （案件数・%）


